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研究成果の概要（和文）：本研究は、ニューメディア以降の映像環境において諸メディアの収斂という事態が生
じつつあるという現状を批判的に吟味するべく、デジタル・テクノロジーの登場以前にまでさかのぼって、(A)
不動性をめぐる映像理論小史、(B)不動性の映画史、(C)現代美術の映像作品における運動と不動という3つのト
ピックを通じて、主として20世紀後半の映像理論および映画史・映像芸術史における「運動への抵抗」の系譜を
たどったものである。

研究成果の概要（英文）：Contemporary media ecology is characterized by media convergence. Keeping 
this in mind, this study goes back to the pre-digital era and examines the topics of the "
motionless" in the film theory and history in the second half of the twentieth century through three
 intersecting research themes : (a) a short history of the "motionless" in film theory, (b) case 
studies of the "motionless" in film history, and (c) the relationship between the motion and the 
motionless in contemporary art. 

研究分野： 映画研究・表象文化論

キーワード： 映画理論　ゴダール　ニューメディア　アンドレ・バザン
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１．研究開始当初の背景 
 
 映画という芸術は、言うまでもなく、映像
の「運動」をその本質的な構成要素とする芸
術である。いかなる映画作品であれ、それが
上映される限りにおいて、時間的な持続のな
かで展開していくことを避けられない。その
意味で、仮に被写体が動いていなくても、い
や、映像そのものが静止していたとしても、
映画の映像は運動状態から逃れることはで
きない。にもかかわらず（あるいは、だから
こそ）、映画を中心とする映像についての理
論的探究の場、および実際の映画・映像作品
の歴史において、「運動」という映画の根本
的な成立条件にあらがおうとする試みがた
びたび企てられてきた。本研究が注目するの
は、そのような映像理論および映画史・映像
芸術史における「運動への抵抗」という契機
である。 
 「運動」と不可避的に結びついているかに
みえる映画芸術のただ中で「不動性」への志
向がしばしば蠢いていた一方で、テクノロジ
ーの発展によって、映画を見るという体験は
必ずしも不可逆的な時間の流れに規定され
た体験ではなくなってきた。1970 年代末以
降の家庭用 VHS の普及、および 1990 年代半
ば以降の DVD の爆発的な普及は、動く映像
の不動化という行為をごくありきたりのも
のにした。とくに、映像制作と受容の両面に
おける 1990 年代以降のデジタル・テクノロ
ジーおよびニューメディアの発展は、より一
般的に言って、動く映像と不動の映像という
二つの体制の収斂、さらには旧来の諸々のメ
ディアのコンピュータ上での収斂という事
態をもたらした。その結果、とりわけ現代美
術のフィールドでは、動画像と静止画像の境
界がかつてなく曖昧になっていると言える。 
 こうした状況を背景に、近年、欧米圏の映
画・メディア研究では、諸メディアのハイブ
リッド化という現象が、デジタル・テクノロ
ジーの普及以前にまでさかのぼって注目さ
れるようになってきた。なかでも、映画と写
真がどのように異種交配してきたかという
テーマは、この二つのメディアが現実の写真
的複製という同一の原理に基づいているだ
けにいっそう、諸メディアの収斂の先駆的な
現象としてとくに注目を浴びている。それと
並んで、映画と現代美術との遭遇――とりわ
け、ヴィデオ・アート以降の美術作家の手に
よる映像作品との遭遇――についても、近年、
多くの研究がなされつつある。 
 ニューメディア以降の映像環境を思考す
るにあたっては、もはや映画だけを取り上げ
ることには限界がある。本研究は、上述の研
究動向を踏まえつつ、映像理論・映像芸術史
における「運動への抵抗」の系譜を打ち立て
ることを通じて、写真・映画・現代美術を横
断するオルタナティヴな映画史――より適
切には、映像芸術史――を素描することを目
指して構想されたものである。 

 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、ニューメディア以降の映
像環境において諸メディアの収斂という事
態が生じつつあるという現状に対する批判
的な視座を確保するために、デジタル・テク
ノロジーの普及以前にまでさかのぼって、主
として 20 世紀後半の映像理論および映画
史・映像芸術史における「運動への抵抗」の
系譜を、(1)不動性をめぐる映像理論小史、(2)
不動性の映画史、(3)現代美術の映像作品にお
ける運動と不動という 3つのトピックを通じ
て、写真・映画・現代美術を横断しながらた
どることにある。以下、各トピックについて
研究の目的を記す。 
 
(1)不動性をめぐる映像理論小史 
 このトピックに関しては、1920 年代の前
衛映画理論から現代に至るまでの映画・映像
をめぐる理論的言説のうち、「不動性」や「写
真」といった要素に目を向けた主な例を取り
上げる。特に焦点を当てるのが、不動のフォ
トグラムにこそ高い価値を付与したロラ
ン・バルトの論文「第三の意味」（1970 年）
以降の、フランスを中心とする理論的言説の
展開である。それらの言説が、テクノロジー
の発展や、映画記号学をはじめとする諸々の
理論的潮流や、具体的な映画作品のあり方と
どのように絡み合ってきたのかに留意しな
がら、不動性をめぐる学説史を整理する。 
 
(2)不動性の映画史 
 このトピックに関しては、さまざまな映画
作品に登場する「不動性」と「写真」のモチ
ーフに注目しながら、映画史が具体的にどの
ように「運動」にあらがってきたのかを、主
に第二次世界大戦後の欧米の映画、特にフラ
ンスのヌーヴェル・ヴァーグとその周辺の映
像作家の事例に焦点を当てて見ていく。 
 
(3)現代美術の映像作品における運動と不動 
 このトピックでは、考察の対象を映画作家
だけでなく、ヴィデオ・アート以降の映像系
の美術作家に拡大し、動画像と静止画像を自
在に行き交うような実践の系譜をたどる。
1990 年のポンピドゥー・センターでの展覧
会《イメージの通過》（Passages de l’image）
以来、そのような実践は欧米の多くの展覧会
で関心を集めてきた。ここでは、映画作家た
ちによる美術館への進出の試みを跡づける
と同時に、特に映画的な想像力のあり方にこ
だわっている美術作家たちの作品が現出さ
せるイメージの新たな境位の理論的な含意
を解明する。現代美術シーンが「映画的な効
果」（フィリップ・デュボワ）をどのように
取り入れているかを調査することで、現在に
おける諸メディアのハイブリッド化の状況
を冷静に観察することを目指す。 
 



３．研究の方法 
 
 本研究課題の研究方法は、上述の 3つのト
ピックのそれぞれに関して、(1)文献の収集
および精読、(2)研究対象作品の収集および、
(1)の知見を活かしつつ為されるそれらの詳
細な分析、(3)欧米の美術館や各地の芸術祭
における現地調査を踏まえた作品分析、とい
うやり方をとる。 
 
(1)不動性をめぐる映像理論小史 
 アンドレ・バザンからレーモン・ベルール
に至るフランスの映像理論関連図書を収集
するとともに、レフ・マノヴィッチを中心と
する英語圏におけるニューメディア研究の
動向にも気を配った。 
 
(2)不動性の映画史 
 ジャン＝リュック・ゴダールとクリス・マ
ルケルを中心に据えつつ、フランソワ・トリ
ュフォー、ハルーン・ファロッキ、マルセル・
オフュルスの作品分析にも力を入れた。 
 
(3)現代美術の映像作品における運動と不動 
 2014 年度にパリおよびヘルシンキで調査
を行い、多くの展覧会を訪れた。また、2013
年度および 2015 年度には山形国際ドキュメ
ンタリー映画祭を訪れ、他の手段ではなかな
かアクセスできない作品群を視聴した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題の研究成果は、(1)不動性をめ
ぐる映像理論小史、および現代美術の映像作
品における運動と不動に関するものと、(2)
不動性の映画史に関するものに大別できる
ため、以下、それぞれについて今後の展望も
交えつつ記述する。 
 
(1)不動性をめぐる映像理論小史、および現代
美術の映像作品における運動と不動 
 
 これらのトピックに関する研究成果は、以
下の 3点に整理できる。 
 
① 2014年度のパリおよびヘルシンキでの調

査も踏まえて、フランスの映画／映像理
論家のレーモン・ベルールの映像インス
タレーション論や映像論についての読解
を進め、フランスの映像理論の言説にお
けるベルールの思考の位置づけに関して、
論考・発表・翻訳などの成果を発表した。
また、『表象 08』誌での共同討議「ポス
トメディウム理論と映像の現在」にも加
わった（共同討議「ポストメディウム理
論と映像の現在」（加治屋健司／北野圭介
／堀潤之／前川修／門林岳史）、『表象08』、
2014 年、18-45 頁）。 

② 英語圏における 1990 年代以降のニュー
メディア研究の動向をサーヴェイし、レ

フ・マノヴィッチ『ニューメディアの言
語』の邦訳を詳しい解題とともに上梓し
た。この研究はニューメディア研究の起
爆剤となった基本文献であり、国内のメ
ディア研究を活性化することに今後も寄
与することが期待される。 

③ 戦後フランスの映像理論の基礎にあるア
ンドレ・バザンの仕事に注目し、彼の最
初の単行本である 1950 年刊行のオーソ
ン・ウェルズ論の邦訳を含む『オーソン・
ウェルズ』を上梓するとともに、バザン
の「写真映像の存在論」に流れ込んでい
る知的系譜をマルローとサルトルに即し
て分析した。ここで着手した研究は、バ
ザンを中心とするフランス映画批評の総
合的研究へと発展しつつある。 

 
(2)不動性の映画史 
 
 このトピックに関する研究成果は、以下の
3点に纏められる。 
 
① ゴダールに関する研究成果として、ゴダ

ールの日本における受容についての論文、
ジガ・ヴェルトフ集団期の総説、『右側に
気をつけろ』『ヒア＆ゼア』『パート２』
『うまくいってる？』『ゴダール・ソシア
リスム』『さらば、愛の言葉よ』といった
個別の映画に関する作品論などを発表し
た。今後の展望として、こうした作品論
も含めて、これまでのゴダール研究をよ
りまとまった形で公刊することを予定し
ている。 

② 20 世紀後半において、ゴダールと並ぶ最
重要のフランスの映像作家クリス・マル
ケルに焦点を当て、彼の東アジアへの旅
から生まれた映画作品群および写真集を
分析した論文、および静止画像と動画像
を自在に往復する彼の方法論をめぐる論
文を公表した。 

③ その他として、トリュフォーの全作品を
対象に、頻出する「写真」のモチーフを
映画・フェティシズム・死の 3 点からと
らえた論文、佐藤真のドキュメンタリー
作品における写真の力を論じた論文、ド
イツの実験的な映像作家ハルーン・ファ
ロッキの『猶予期間』を分析した発表、
ロベール・ブレッソン『白夜』の作品解
説などを公刊した。 
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